
授業の種類 授業担当者

通 信 庄司　拓也

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

憲法の基本的な考え方と視点の習得を目標とする。

[授業全体の内容の概要]

日本国憲法の概略を踏まえ、自由権、平等権や社会権といった基本的人権を中心に

解説する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育現場や社会の中で、自分及び他者の権利を意識できるようになることを

目標とする。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

レポート　50％

科目試験　50％

１４　国際的な人権保障（子どもの権利条約など）

１５　外国人の人権

学ぶ・わかる・みえる

シリーズ保育と現代社会

保育と日本国憲法(株式会社みらい)

１３　新しい人権　②プライバシーの権利、知る権利、忘れられる権利など

２　　日本国憲法と三大原理

３　　三権分立（司法、立法、行政）

４　　現代社会と法

５　　平等権

６　　自由権　①精神の自由

７　　自由権　②身体の自由、経済の自由

８　　社会権　①生存権

９　　社会権　②教育を受ける権利

１０　社会権　③勤労権

１１　参政権

１２　新しい人権　①環境権

１　　憲法と立憲主義・日本憲法史

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

日本国憲法

（告示等による教科目名）

教養科目（外国語体育以外）

短期大学・専門学校での講義経験があり、その経験を活かし講義を進めていく。



授業の種類 授業担当者

通 信 山口　智之

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

8 45時間（1単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

健康は基本的には自分で管理・守るべきものである。個人の価値観や健康の捉え方も

多様化している。健康の三本柱とストレス対処法について学ぶことにより、自己の

健康・体力づくりができるようになることを目的とする。

[授業全体の内容の概要]

科学的健康・体力づくりの方法を学ぶ。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

運動の基礎理論及び体力を自分の言葉で説明できるようになる。

学んだ知識を活用し、自らの健康な生活を送ることができる。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

２　体力の構成要素、運動の種類（全身運動・局所筋運動）

３　有酸素性運動（血液循環、酸素の役割、有酸素性のエネルギー代謝）

４　無酸素性運動、有酸素性運動と無酸素性運動を組み合わせた運動

５　局所筋運動、全身運動と局所筋運動を組み合わせた運動

６　理想的な体型と食生活

７　試験対策

８　科目試験

資料配布

学習状況の確認：レポート課題にて

科目試験の結果により判定し評価する

１　慢性的運動不足に陥りやすい現代社会の状況と運動の必要性

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

体育講義

（告示等による教科目名）

教養科目（体育）

公益財団法人日本幼少年体育協会に携わっている。その実績を踏まえ、幼児体育の指導者の実
務者の観点から講義を行う。保育現場で使用できる体育指導ができるように導く。



授業の種類 授業担当者

通 信 庄司　拓也

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

保育者の視点から、現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷及び、社会福祉

における子ども家庭支援の視点、制度、方法などについて学ぶ。

[授業全体の内容の概要]

子ども家庭福祉との関連の中で、望まし保育者となるために、社会福祉の意義や

歴史的変遷、その運営の制度や技術につて理解を深める。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

・現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷について理解する。

・社会福祉制度や実施体系等を理解する。

・社会福祉における相談援助・利用者の保護に関わる仕組みについて理解する。

・社会福祉の動向と課題について理解する。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１５　今後の福祉の在り方

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

社会福祉

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の本質・目的に関する科目）

１　　社会福祉の理念と概念

２　　社会福祉の歴史的変遷

３　　子ども家庭支援と社会福祉

４　　社会福祉の制度と法体系

短期大学・専門学校での講義経験があり、その経験を活かし講義を進めていく。

５　　社会福祉施設

６　　社会福祉の専門職

７　　社会保障と関連制度

８　　相談援助の理念

９　　相談援助の対象者

１０　相談援助の方法

１１　相談援助の過程～評価

１２　情報提供・個人情報保護・第3者評価・苦情解決

１３　諸外国の動向

１４　在宅福祉、地域福祉の推進

新・基本保育シリーズ④社会福祉

（中央法規出版） レポート・科目試験

印刷教材による自宅学習90時間



授業の種類 授業担当者

通 信 伊藤　能之

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

保育者役割と倫理について理解する。保育士の制度的位置づけを理解し、その専門性

について考察する。保育者連携・協働について理解する。保育者の資質向上とキャリ

ア形成について理解する。

[授業全体の内容の概要]

保育者の役割、倫理、協働、専門職的成長及び保育士の制度的な位置づけ、専門性

について体系的に学修する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育者の役割、倫理、協働、専門職的成長について理解したことを説明できる

保育士の制度的な位置づけ、専門性について理解したことを説明できる。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１５　組織とリーダーシップ、まとめ

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

テキスト第1・2・5章参考

講師は、子育て支援センターの勤務経験を活かし、実務者の観点から講義を行う。

１３　資質向上に関する組織的取組

１４　保育者の専門性の向上とキャリア形成の意義

新・基本保育シリーズ⑦保育者論

（中央法規出版） レポート　1,000字から1,200字

１２　地域における自治体や関係機関等との連携・協働

１　　保育者の役割・職務内容と倫理

２　　児童福祉法における保育士の定義

３　　保育士の資格・要件

４　　欠格事由、信用失墜行為及び秘密義務保持等

５　　保育士の資質・能力

６　　養護及び教育の一体的展開

７　　家庭との連携と保護者に対する支援

８　　計画に基づく保育の実践と省察・評価

９　　保育の質の向上

１０　保育にける職員間の連携・協働

１１　専門職間及び専門機関との連携・協働

保育所保育指針解説書 『保育者に求められる資質と専門性の向上』

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

保育者論

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の本質・目的に関する科目）



授業の種類 授業担当者

高畠　潤子

面 接

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

8 15時間（1単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

保育における教材等の活用及び作成と、身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に親し

むための保育の環境構成及び展開のための技術を実践的に習得する。

上手・下手の概念をこわし、知ることを楽しむ。

[授業全体の内容の概要]

保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な造形表現の知識、技術を

学修する。幼児美術には2つの側面があり、表現したいことを表現するための技法を習得する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

創造力を伸ばすこと。大人になると絵を苦手とする人が多いが、実技を通して、自らの創造力

を伸ばす。子どもに安全に創作できる方法を学ぶ。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

５　　絵具・クレヨンを使った技法

６　　壁画を作ろう（みんなで一つの大きなものをつくる）

７　　プレゼン資料製作

８　　発表

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

面接授業（スクーリング）　授業評価

資料配布

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

図画工作Ⅰ

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の内容・方法に関する科目）

子どもの生活と遊びを豊かに展開するために必要な知識や技術を実践的に習得する。

１　　概念をすてる（自画像）

２　　色水あそび

３　　紙を切る・テープを貼る・ホチキスをつかう

４　　粘土遊び１・２

絵本の出版やこども向けイベントの工作ワークショップ開催の経験から、造形に対する楽しさ
や、表現の楽しさを伝えていく。



授業の種類 授業担当者

木戸　直美

通 信

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

保育実践に関わる発達理論の心理学的知識を踏まえ、発達を捉える視点について理解

[授業全体の内容の概要]

保育の心理学、子どもの発達理解、人との相互的なかかわりと子どもの発達、生涯

発達と初期経験の重要性について学修する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

胎児期、乳幼児期から児童青年期までの発達理解、相互的かかわりの重要性、生涯

発達の概観を理解する。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１５　乳幼児期の学びを支える保育

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

『乳幼児の発達において、環境との相互作用の重要性について』

（中央法規出版） レポート　1,000字から1,200字

５　　社会情動的発達①自我

６　　社会情動的発達②他者

７　　社会情動的発達③他者との関わり

８　　身体的機能と運動機能の発達

９　　認知の発達

１０　数の認識の発達

１１　言語の発達

１２　乳幼児期の学びに関わる理論

１３　社会情動的学び

１４　認知的学び

新・基本保育シリーズ⑧保育の心理学

４　　保育実践を評価する

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

保育の心理学

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の対象の理解に関する科目）

子どもの発達に関する心理学諸理論を学び、基本的な知識を習得する。

する。乳幼児期の子どもの学びの過程や特性について基礎的な知識を習得する。

１　　子どもの発達を理解することの意義

２　　子どもの発達と環境

３　　発達理論と子ども観・保育観

幼児体育・器械体操指導員としての経験や、大学・専門学校での保育科目講義（保育内容５領
域・保育の心理学等）の経験から講義を行う。



授業の種類 授業担当者

面 接 山口　智之

（講義・演習・実習・実技）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 30時間（1単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

生涯にわたって運動やスポーツを自ら実践することができる能力を身に付けることを目的

とする。

[授業全体の内容の概要]

様々な体の動かし方を体験し、技能の上達を図り運動の楽しさを味わう。

楽しく実践する身体活動を通して、自己の体力・健康の保持増進を図る。

単に運動を楽しむだけでなく、指導者としての方法論や技能を身につける。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

各種目の関する知識や実技を行い、健康と安全に留意しながら個人的・集団的な運動を

楽しむことができ、運動を健康維持増進の手段として活用できるようになる。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１　　ガイダンス　基本運動と運動遊び

２　　ボールを使った運動遊び

３　　鉄棒

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

総合的に評価する

８　　エアロビクス運動、ダンス②（幼児向けヒップホップ振付発表、指導演習Ⅰ）

９　　エアロビクス運動、ダンス③（フィットネスヒップホップⅡ）

１０　まとめ②（コマ６～９の振返り、レポート作成）

１１　コマ１～３、６の復習と洗練化

１２　運動遊び指導演習

１３　エアロビクス運動、ダンス④（幼児向けヒップホップ振付発表、指導演習Ⅱ）

１４　エアロビクス運動、ダンス⑤（フィットネスヒップホップⅢ）

１５　まとめ③（コマ１１～１４の振返り、レポート作成）

印刷教材

スクーリングにおける受講態度や単位認定試験結果等を

７　　体つくり運動②（指導演習）

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

体育実技

（告示等による教科目名）

教養科目（体育）

　　　※施設・用具の都合で実施できない場合は、他の種目

　　　に替える場合あり。その際、個人的・集団的スポーツ

　　　をバランスよく取り扱う

４　　エアロビクス運動、ダンス①フィットネスヒップホップⅠ、幼児向けヒップホップ）

５　　まとめ①（コマ１～４の振返り、レポート作成）

６　　体つくり運動①（マット、跳び箱、指導方法）

公益財団法人日本幼少年体育協会に携わっている。その実績を踏まえ、幼児体育の指導者の実
務者の観点から講義を行う。保育現場で使用できる体育指導ができるように導く。



授業の種類 授業担当者

山口　智之

面 接 丸山　東人

（講義・演習・実習） 大竹　龍

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

8 15時間（1単位） 1年・前期 必修

[授業の目的・ねらい]

自らの心身の健康の保持増進を図るとともに、実際の保育場面を想定した心身の発達段階

に基づいた運動遊びの指導力を身に付け、子どもの豊かな育ちを支える力を養う。

[授業全体の内容の概要]

子どもの心と身体の発達段階について理解し、「安全に」「楽しみながら」子どもたちの

とする。身体活動を行う中で、自己の体力・健康の保持増進を図る。

将来、指導者としての指導法や競技運営について学ぶ。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

公益財団法人日本幼少年体育協会が公認する「幼児体育指導者検定２級」を取得。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

総合的に評価する

８　　総まとめ、振返り

スクーリングにおける受講態度や単位認定試験結果等を

７　　実技④（リズム体操の動作解説と指揮の取り方）

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

幼児体育Ⅰ

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の内容・方法に関する科目）

１　　オリエンテーション、幼児体育理論①（幼児の発達の様相）

２　　幼児体育理論②（動機づけ、学習理論）

３　　実技①（アイスブレイク、リズム体操）

４　　実技②（マット運動、とび箱、なわ）

５　　幼児体育理論②（ペーパーテスト、振返

６　　実技③（アイスブレイク、基本運動）

公益財団法人日本幼少年体育協会に携わっている。その実績を踏まえ、幼児体育の指導者の実
務者の観点から講義を行う。保育現場で使用できる体育指導ができるように導く。

その学習内容を保育現場の体育活動で活用できるようになる。



授業の種類 授業担当者

森山　繁

通 信 五十嵐　淳子

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

30 90時間（2単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

今日では保育園に外国人の園児が入園してくることもあり、保育現場で英語を使う機会も

増えている。現場で必要な英語表現を学ぶ。

[授業全体の内容の概要]

英語の基礎を理解し、保育のさまざまな生活場面を題材にした英文や英語表現の学習

を通して、保育者と子どもや保護者とのコミュニケーションに使われる英語表現や

連絡事項の書き方などを学習する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育の現場で必要な英語表現を運用できる力を身に付けることを目標とする。

[実務経験]

１５　アクティビティゲーム

１６　自分の気持ちを表現しよう

１７　数を数えよう

１８　色で遊ぼう

１９　手遊び

２０　季節に合わせた活動①　ハロウイーンHalloween

２１　異文化理解

２２　季節に合わせた活動②　クリスマスChristmas

２３　ことわざを学ぼう①

２４　ことわざを学ぼう②

２５　季節に合わせた活動③　バレンタインValentin

２６　季節に合わせた活動④　卒園証書

２７　クラスルームイングリッシュを覚えよう（幼稚園編①）

２８　クラスルームイングリッシュを覚えよう（幼稚園編②）

２９　クラスルームイングリッシュを覚えよう（小学校編①）

３０　クラスルームイングリッシュを覚えよう（小学校編②）

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

レポート100％

１４　体の部分を言ってみよう

子どもと一緒に楽しむ英語（大学図書出版）

１３　はじめまして

２　　子どもと一緒に英語を楽しもう②

３　　クラスルームイングリッシュを覚えよう（保育園編①）

４　　クラスルームイングリッシュを覚えよう（保育園編②）

５　　クラスルームイングリッシュを覚えよう（保育園編③）

６　　先生が知っておきたい英単語①

７　　先生が知っておきたい英単語②

８　　英語の文法（動詞。形容詞・副詞）

９　　英語の文法（比較、代名詞、疑問詞）

１０　英語の基礎構文（5文型）

１１　英語の基礎構文（修飾語句）

１２　英語の基礎構文（接続詞、仮定法）

10年間の海外留学、10年以上国内での大使館勤務、通訳者(NHK、民法各社)の実績を踏まえ、通訳や国際交流活動の実
務者の観点から講義を行う。

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

英語表現

（告示等による教科目名）

教養科目（外国語）



授業の種類 授業担当者

楳村　麻理子

通 信 ・ 面 接 水口　賢司

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

（通）45時間（1単位）

15 （面）15時間（1単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

情報システムの発展と役割について理解を深め、これからの情報化社会を生きる上で必要

となる基礎知識と技術を身に付ける。

[授業全体の内容の概要]

テキスト教材を中心に情報システムの発展、コンピュータ（ハード・ソフト）、情報

ネットワークなどの仕組みについて理解を深め、パソコンの基本操作等を学習する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

情報セキュリティーについて理解し、適切な管理ができるようになる。

演習を通じ、パソコンの基本操作、ワープロソフトの基本操作、表計算ソフトの基本

操作を学習する。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

科目試験50％　スクーリング50％

８　（面接）Windowsの基本操作

９　（面接）文書作成の基本①（書式設定）

１０（面接）文書作成の基本②（図形・表）

１１（面接）文書作成の基本③（ページ設定）

１２（面接）表計算の基本①（書式設定）

１３（面接）表計算の基本②（計算式・関数）

１４（面接）表計算の基本③（グラフ機能）

１５（面接）プレゼンテーションの概要

情報リテラシーと処理技術

学習状況の確認：レポート課題

７　（通信）情報システムの課題

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

情報リテラシーと処理技術

（告示等による教科目名）

教養科目（外国語体育以外）

１　（通信）情報化社会

２　（通信）コンピュータの発展

３　（通信）ハードウエア

４　（通信）ソフトウエア

５　（通信）情報ネットワーク

６　（通信）インターネット

大学と専門学校で、情報処理・パソコン講師勤務経験を活かし、社会人として必要な
パソコンスキル取得のための授業を行う。



授業の種類 授業担当者

伊藤　能之

通 信

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

保育・幼児教育に携わる者に求められる保育にかんする基本的な知識を学び、保育者

としての視点を養い、保育・幼児教育の根幹をなす原理を追及する。

[授業全体の内容の概要]

子どもを取り巻く環境を踏まえながら、「保育とは何か」を広い視野から捉えて

保育全般を学ぶ。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育の意義と目的、保育所保育指針における保育の基本について理解し、保育者

としての資質の在り方に目を向け、保育におけるさまざまな課題に関しての認識を

深める。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１５　第14章　保育の現状と課題　第3節～第4節

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

「保育の基本及び保育の現状と課題」

７　　第7章　乳児保育　第1節～第4節

８　　第8章　1歳以上3歳未満児の保育　第1節～第5節

９　　第9章　3歳以上児の保育　第1節～3節

１０　第10章　子ども理解に基づく保育の課程　第1節～第4節

１１　第11章　諸外国の保育の思想と制度の歴史的変遷　第1節～第3節

１２　第12章　日本の保育の思想と歴史的変遷　第1節～第4節

１３　第13章　諸外国の保育の現状　第1節～第2節

１４　第14章　保育の現状と課題　第1節～第2節

理論と実践をつなぐ　保育原理（大学図書出版）

保育所保育指針（解説書）フレーベル館 レポート課題（1,000時～1,200字の範囲で述べよ）

６　　第6章　保育の目標と方法　第1節～第3節

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

保育原理

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の本質・目的に関する科目）

１　　第1章　保育の概念と意義　第1節～第2節

２　　第2章　保育の社会的役割と責任　第1節～第4節　

３　　第3章　子ども・子育て支援新制度と保育の関係法令　第1節～第2節

４　　第4章　保育の実施体系　第1節～第3節

５　　第5章　保育所保育指針における保育の基本　第1節～第3節

講師は、子育て支援センターの勤務経験を活かし、実務者の観点から講義を行う。



授業の種類 授業担当者

五十嵐　淳子

通 信 小野寺　美奈

（講義・演習・実習） 桜井　恵子

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

教育の思想とその作用、またわが国の教育制度・理念・歴史について学び、教育

の課題と可能性についての理解を深める。

[授業全体の内容の概要]

教育の基本概念、理念、歴史及び思想について学ぶことにより、どのように教育及び

学校が営まれ、変遷してきたかを理解する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

教育の課題と可能性についての理解を深めること及び学校教育に関する社会的、

制度的事項を理解し、地域との連携並びに学校安全に関する理解を深める。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１５　生涯学習社会における教育の現状と課題

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

千代田区の子育て支援と埼玉県の子育て支援講座を担当した経験を生かし、保育の
基礎的事項の学びに繋げることができる。

１３　教育実践の基礎理論（内容・方法・計画と評価）

１４　さまざまな教育実践

新・基本保育シリーズ②教育原理

（中央法規出版） レポート・科目試験

１２　教育の実践

１　　教育の意義

２　　教育の目的

３　　乳幼児期の教育の特性

４　　教育と子どもの家庭福祉の関連性

５　　人間形成と家庭・地域・社会等との関連性

６　　諸外国の教育の思想と歴史

７　　日本の教育の思想と歴史

８　　子ども観と教育観の変遷

９　　教育制度の基礎

１０　教育法規・教育行政の基礎

１１　諸外国の教育制度

印刷教材による自宅学習90時間

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

教育原理

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の本質・目的に関する科目）



授業の種類 授業担当者

通 信 伊藤　能之

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

15 90時間（2単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

望ましい保育者となるために、現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷に

ついて理解するとともに、制度や関係機関の実施体制について学びを深めていく。

[授業全体の内容の概要]

望ましい保育者となるために、子ども家庭福祉の領域に関する基本的な知識・技能・

人間性として身につけなければならないこと等について学ぶ。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

・子どもの人権擁護について理解する。

・子ども家庭福祉の制度と実施体制について理解する。

・子どもを取り巻く環境について理解する。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

１５　地域における連携・協働とネットワーク

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

講師は、子育て支援センターの勤務経験を活かし、実務者の観点から講義を行う。

１３　少年非行等への対応

１４　次世代育成支援と子ども家庭福祉の推進

新・基本保育シリーズ③子ども家庭福祉

（中央法規出版） レポート・科目試験

１２　障害のある子どもへの対応

１　　子ども家庭福祉の理念と概念

２　　子ども家庭福祉の歴史的変遷と諸外国の動向

３　　子どもの人権擁護

４　　子ども家庭福祉の制度と実施体制

５　　子ども家庭福祉の施設と専門職

６　　少子化と千木子育て支援

７　　母子保健と子どもの健全な育成

８　　多様な保育ニーズへの対応

９　　子ども虐待・ドメスティックバイオレンスとその防止

１０　貧困家庭、諸外国籍の子どもとその家庭への対応

１１　社会的養護

印刷教材による自宅学習90時間

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

子ども家庭福祉

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の本質・目的に関する科目）



授業の種類 授業担当者

伊藤　能之

面 接 阿部　アサミ

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

8 15時間（1単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

育ってほしい姿」と「保育の内容」の関連を理解する。併せて、保育所保育指針の各章の

つながり、保育の全体的な構造について理解する。子どもの発達や生活を取り巻く社会的

背景や歴史的変遷を踏まえ、保育の内容の基本的な考え方、子どもの発達や実態に即した

具体的な保育の過程に繋げて理解する。保育の多様な展開について具体的に理解する。

[授業全体の内容の概要]

保育の全体構造と保育内容について学修する。

保育の基本を踏まえた保育内容の展開及び保育の多様な展開について学修する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育所保育指針をもとに保育の全体的構造と保育内容について理解できる。保育の基本を

踏まえた保育内容の展開と保育の多様な展開について理解できる。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

３　　保育内容の歴史的変遷とその社会背景

４　　養護と教育が一体的に展開する保育（子どもの発達や生活に即した基本的な考え方）

５　　子どもの主体性を尊重する保育、環境を通して行う保育

７　　家庭や地域、小学校との連携を踏まえた保育

８　　まとめ

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

（中央法規出版） 面接授業（スクーリング）　授業評価

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

保育内容総論

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の内容・方法に関する科目）

保育所保育指針における「保育の目標」「育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまでに

１　　保育所保育指針に基づく保育の全体構造

２　　保育保保育指針に基づく保育内容の理解①養護　②教育

６　　生活や遊びによる総合的な保育、個と集団の発達を踏まえた保育

新・基本保育シリーズ⑭保育内容総論

講師は、子育て支援センターの勤務経験を活かし、実務者の観点から講義を行う。



授業の種類 授業担当者

相澤　隆二

面 接 平田　聡美

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

8 15時間（1単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

展開していくための知識・技術・判断力を習得する。子どもの発達について、保育所保育

指針にしていくための知識・技術・判断力を習得する。子どもの発達について、保育所保育

指針における乳児保育の3つの視点と、1歳以上3歳未満児及び3歳以上の保育の5つの領域を

通して、子どもに対する理解を深めながら、保育内容を学修する。

[授業全体の内容の概要]

幼児教育の基本・乳幼児期の発達、子どもと保育者、遊びと人間関係・家庭生活と子ども、

幼児教育と課題について具体的に学ぶ。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育の領域「人間関係」について、子どもの適切な理解を深めながら保育内容を具体的に

理解し、保育士として、発達課程に則して子どもを理解することができる。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

６　領域「人間関係」における保育者の役割

７　［第4章の学習課題］

８　「人間関係」における今日的課題　［第5章の学習課題］

［新版］保育内容「人間関係」

（大学図書出版） 面接授業（スクーリング）　授業評価

５　幼児期における「人間関係」　［第3章の学習課題］

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

保育内容演習・人間関係

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の内容・方法に関する科目）

養護と教育に関わる保育の内容が、それぞれ関連性を持つことを理解し、総合的に保育を

１　幼稚園教育要領・保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領における「人間関係」

２　遊びを通しての総合的な保育　［第1章の学習課題］

３　乳児期における「人間関係」～0歳から3歳未満児

４　「第2章の学習課題」

社会福祉士・介護支援専門員・サービス管理責任者
障害児・者のサービス管理責任者や高齢者施設での相談員等を経験し、東京都内で保育園、
学童保育、放課後等デイサービス、障害児・者の特定計画相談事業および横浜市内で
高齢者施設、障害者施設を運営する社会福祉法人の理事長。



授業の種類 授業担当者

小野寺　美奈

面 接 阿部　アサミ

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

8 15時間（1単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

以上児の保育に関する内容とねらいを通して捉え、子どもに対する理解を深めながら具体的

に理解する。

[授業全体の内容の概要]

保育における子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくための方法や技術、

援助の関わりについて具体的に学修する。保育所保育指針に示す乳児保育の3つの視点や

保育における領域「言葉」について学修する。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育の展開していくための方法や技術、援助の関わりについて具体的に理解する。

保育所保育指針に示す乳児保育の3つの視点や保育における領域「言葉」について理解する。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

保育実践～　（萌文書林）

６　絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ②（児童文化財）

７　絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ③（児童文化財）

８　特別な配慮が必要な子どもとの関わり　まとめ

保育者のための言語表現の技術　第2版

～子どもとひらく児童文化財をもちいた 面接授業（スクーリング）　授業評価

５　絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ①（児童文化財）

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

保育内容演習・言葉

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の内容・方法に関する科目）

子どもの発達を、保育所保育指針における保育の内容（乳児保育、1歳以上3歳未満児、3歳

１　子どものことばと育ち

２　領域「言葉」とは何かー乳幼児期のことばの発達

３　子どものことばと保育者ーどう捉え、どう関わるかー

４　うたや触れ合いを楽しむ（わらべうた、うた遊び）

講師は、保育士養成校で実習指導業務に携わってきた経験、教育学を専門に研究活動を
してきた経験を活かし授業を行う。



授業の種類 授業担当者

阿立　若奈

通 信 ・ 面 接

（講義・演習・実習）

授業の回数 時間数（単位数） 配当学年・時期 必修・選択

（通）45時間（1単位）

23 （面）15時間（1単位） 1年・後期 必修

[授業の目的・ねらい]

主要三和音について理論的に理解し、コードネームでの簡易伴奏ができるようにする。

子どもの歌について学び、子どもたちの豊かな音楽表現に繋げる基礎力を身につける。

[授業全体の内容の概要]

保育内容に沿った音楽表現ができるよう、音楽の基本的な理論を学び、楽譜の読み方、

コードネームなど基礎的な知識・技術を学ぶ。様々な子どものうたを覚える。

[授業修了時の達成課題（到達目標）]

保育内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な音楽表現の知識,技術

を習得する。身近な自然やものの音や音色、人の声や音楽等に親しむたまの保育の

環境について実勢的に習得する。

[実務経験]

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

９　　（通信）移調導入、8月の歌

１０　（通信）楽譜、9月の歌

１１　（通信）移調、10月の歌

１２　（通信）楽譜、11月の歌

１３　（通信）クルスマスソング

１４　（通信）読譜・記譜練習、音階と調1（ハ長調）

１５　（通信）音階と調2（調合3つまで）

１６　（面接）オリエンテーション、楽譜の基礎知識①

１７　（面接）楽譜の基礎知識②

１８　（面接）和音とコードネーム１

１９　（面接）和音とコードネーム２

２０　（面接）12月の歌、リズム創作

２１　（面接）簡易伴奏編曲、記譜

２２　（面接）てあそび歌、わらべ歌

２３　（面接）音楽Ⅰまとめ

[使用テキスト・参考文献] [単位認定の方法及び基準]

（試験やレポートの評価基準など）

改訂　幼稚園教諭・保育士養成課程

幼児のための音楽教育（教育芸術社）

６　　（通信）拍子とリズム①、6月の歌

７　　（通信）大譜表の記譜練習、拍子とリズム②

８　　（通信）音程1、7月の歌

超やさしい楽譜の読み方　これだけは覚えよう

（音楽之友社） 面接授業（スクーリング）　授業評価

５　　（通信）音符と休符のまとめ

授 業 概 要

授業のタイトル（科目名）

音楽Ⅰ

（告示等による教科目名）

必修科目（保育の内容・方法に関する科目）

歌唱・楽器演奏につながる基礎的読譜能力をみにつける。

１　　（通信）オリエンテーション、楽譜の基礎知識①

２　　（通信）楽譜の基礎知識②、音符と休符1、読譜・記譜練習

３　　（通信）音符と休符2、読譜・記譜練習

４　　（通信）4・5月の歌、読譜・記譜練習

プロのオーケストラ・吹奏楽団での演奏活動、中学・高校の音楽科講師や楽器実技指導者
としての指導経験や講義経験、また、子どもとの音楽活動に携わった実績を活かし、
手遊び歌・リトミック・歌唱法・器楽演奏法・アンサンブルアレンジ等、現場での
より実践的な実技を習得できるよう、多角的な視点から授業を行う。


